
２０１５年度決算報告 

 

学校法人京都橘学園の２０１５年度(平成２７年度)決算は、２０１６年５月２３日の理事会及び評議員

会で承認されました。 

経常的な収入である教育活動収入、および教育活動外収入は、２０１４年度（平成２６年度）と比較し

て１億８，３６４万円の増加となりました。 

収入の大部分は、大学・中高の学生生徒等納付金で、経常収入の８１.４％を占めており、過年度に

おける健康科学部の開設による学生数の増加、および既設学科の入学定員増等により、前年度比較

で１０４.０％となっています。 

国及び京都府等から交付される補助金の経常収入に占める割合は約１０.６％で、平成 27 年度私立

大学等改革総合支援事業タイプ１の獲得ができなかったことにより、前年度比較では１.６％の減少とな

りました。 

支出面では、経常的な支出である教育活動支出、および教育活動外支出が前年度より３億１，１１３

万円増加しました。より良い教育環境充実を図るため、学生コミュニティ・研究棟（響友館）の建設、ラー

ニングコモンズの整備等にかかわる教育研究経費が増加したことが主な要因になります。 

経常収支差額は例年とほぼ同額で推移し、教育活動以外の特別収支を加算した基本金組入前当

年度収支差額では１０億３，４４５万円を計上しております。 

本学園では２０１４年度に２０２２年までの長期ビジョンと２０１８年までの中期プランからなる第 1次マ

スタープランを発表しました。 

このマスタープランのもと２０１５年度は、施設設備面で、大学において学生コミュニティ・研究棟（響

友館）建設、４つのラーニンズコモンズ（セントラルコモンズ、フォレストコモンズ、ラーニング＆リサーチ

コモンズ、アクティブコモンズ）の整備、教室棟における ICT装置整備、 

中高において教室改修、食堂および売店の整備、教室改修に伴い机・椅子の入替、図書等の購入

を行いました。 

基本金組入については、上記の施設設備面の充実に伴う第１号基本金の組入を行い、将来に向け

た施設設備整備のために第２号基本金、さらに、京都橘大学奨学基金への寄付に伴って第３号基本

金として組み入れました。 

これにより、２０１５年度は１１億２，００５万円の支出超過となり、繰越消費支出超過額は１６億８,２３

５万円となりました。 

私立学園を取り巻く経営環境は引き続き厳しい状況にあり、平成２７年度版今日の私学財政(日本

私学振興･共済事業団)によると、帰属的な収支差額がマイナス（帰属的な収入で消費的な支出が賄え

ない）の学園は全国で１７８大学法人（３２.７％）となっております。 

こうした状況にあって、本学園の経営状況を示す帰属的な収支差額比率は１４.２％で、全国平均７.

２％（平成２６年度）より高い水準を保っており、現状においては、依然安定かつ健全な経営状態である

といえます。 

 


